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    『比較社会文化研究』第35号

2014年２月20日発行

編集委員／上野 満里・塩原 光

和文校閲者／上野 満里（梅佳論文）、新井 克之（李商益論文）、片岡 徹（王晶論文）

英文要旨校閲／ヴォランスキ・バルトシュ

発行／九州大学大学院比較社会文化学府　学府長　服部英雄

〒819-0395　福岡市西区大字元岡744　☎092-802-5788

Faculty of Social and Cultural Studies, Kyushu University

744 Motooka, Nishi-ku, Fukuoka, Japan

編集後記

　九州大学大学院比較社会文化学府紀要『比較社会文化研究』は1997（平成９）年３月に創刊号が発行され、2014

年２月発行の本誌で第35号となりました。そして、2014年４月から本学部は「地球社会統合科学府」として新た

なスタートを切ります。それにともなって、紀要論文集『比較社会文化研究』も改称され、新たに地球社会統合

化学府紀要論文集の創刊号が生まれることになるはずです。

　この編集後記という場において、新たな紀要論文集の誕生に期待を寄せ、美辞麗句を用いて未来に期待を寄せ

ることは簡単です。しかし、その誕生、継続、発展を心の底から願うならば、敢えてここで歴代の『比較社会文

化研究』編集後記で指摘されてきた反省点を今一度顧みることも決して無益ではないでしょう。「投稿される原

稿は完成原稿である」こと、「英文要旨も査読の対象である」こと、「校正は誤植の点検のみである」こと、そして「本

誌が単なる個人の業績づくりにとどまらず、諸学会における議論の呼び水となるべきである」こと。バックナン

バーの編集後記に記されている反省点を挙げればキリがありませんが、歴代の編集委員会が本誌の継続を真に願

うがために残してきた、これら過去の、いわば旧に復した時に見つかる言葉こそが、新たな学府で新たなスター

トを切る論文集の最良の水先案内人となるに違いありません。
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